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  ２ ０ ０ ９ 年確定闘争行動予定表 ２ ０ ０ ９ 年 １ ０ 月 １ ６ 日現在 

当局 行動等 機関会議 交渉等 
区長会要請 １ １ ： ２ ５ 支部代 １ ７ ： ３ ０ 木 １ ０ 月８日 

金 ９ 
土 １ ０ 
日 １ １ 
月 １ ２ 
火 １ ３ 

区長会役員会 常任 水 １ ４ 
中執 木 １ ５ 

区長会総会 中央委員会 １ ７ ： ３ ０ 金 １ ６ 
土 １ ７ 
日 １ ８ 

常任 月 １ ９ 
団体交渉 １ １ ： ２ ５ 火 ２ ０ 

水 ２ １ 
中執 　 木 ２ ２ 

専門委員会 １ ３ ： ３ ０ 金 ２ ３ 
国鉄闘争団結 ま つ り 事前準備 （木場公園） 土 ２ ４ 
国鉄闘争団結 ま つ り （木場公園） 日 ２ ５ 

常任 月 ２ ６ 
火 ２ ７ 
専門委員会 １ ７ ： ３ ０ 水 ２ ８ 

中執 木 ２ ９ 
都本部現業統一闘争日 （職場報告集会） 専門委員会８ ： ４ ５ 金 ３ ０ 

土 ３ １ 
日 １ １ 月１日 

副区長会役員会 常任 団体交渉　 月 ２ 
火 ３ 

第１波決起集会 （全電通会館） 水 ４ 
中執 専門委員会 １ ５ ： １ ５ 木 ５ 

副区長会総会 金 ６ 
土 ７ 
日 ８ 

常任 月 ９ 
区長会役員会 火 １ ０ 

水 １ １ 
中執 専門委員会８ ： ４ ５ 木 １ ２ 

金 １ ３ 
土 １ ４ 
日 １ ５ 

区長会総会 区長会総会要請、 座り込み 常任 月 １ ６ 
第３波決起集会 （江戸川文化センター） 火 １ ７ 

水 １ ８ 
中執 団体交渉 木 １ ９ 

金 ２ ０ 
土 ２ １ 
日 ２ ２ 
月 ２ ３ 

要求書提出 

勧告の精査 

昇格、一職二級 

業務職給料表 

超過勤務手当割増率の改正 

退職手当 

スト権批准投票基準日 

第二波地連別決起集会 

自治労０９現業公企統一闘争中央総決起集会 

・都本部現業統一闘争決起集会（自動車会館） 

第１地連　決起集会（千代田区役所） 
第３地連　決起集会（大田区勤労福祉センター） 

特別区長会 
会長：多田正見（江戸川）、副会長：西川太一郎（荒川）、田中大輔（中野） 
幹事：第１ブロック　石川雅己（千代田）、第２ブロック　成澤廣修（文京） 
　　　第３ブロック　松原忠義（大田）、第４ブロック　山田宏（杉並） 
　　　第５ブロック　近藤弥生（足立） 

００９９秋秋期期年年末末闘闘争争をを組組織織のの総総力力でで勝勝利利ししよようう！！
０９賃金確定闘争に関わる要求書を区長会に提出

わ
が
組
合
は
、
今
次
確
定
闘
争
に
入
る
に
あ
た
り
、
１０
月
１６
日
の
第
１
回
中
央
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た

「
２
０
０
９
年
度
賃
金
確
定
交
渉
に
関
わ
る
要
求
書
」
を
１０
月
２０
日
に
行
っ
た
２１
年
度
給
与
改
定
（
第
２
回
）
団

体
交
渉
に
お
い
て
提
出
し
ま
し
た
。
西
川
委
員
長
が
区
長
会
に
要
求
書
提
出
す
る
な
か
で
、
わ
が
組
合
と
し
て
の

１０
月
８
日
に
出
さ
れ
た
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
勧
告
の
精
査
・
較
差
の
妥
当

性
、
地
域
手
当
等
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
し
、
今
次
賃
金
確
定
に
つ
い
て
、
区
長
会
に
要
求
実
現
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

こ
の
要
求
書
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
各
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
２３
日
か
ら
予
定

さ
れ
る
専
門
委
員
会
交
渉
で
は
、
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
労
使
に
よ
る
精
査
と
課
題
の
整
理

を
行
い
ま
す
。

ま
た
第
１
回
中
央
委
員
会
で
は
「
２
０
０
９
年
賃
金
確
定
闘
争
等
に
勝
利
す
る
た
め
の
秋
期
年
末
闘
争
方
針
」

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
賃
金
確
定
闘
争
を
工
場
委
託
化
撤
回
を
含
む
予
算
・
人
員
闘
争
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
今

次
秋
期
年
末
闘
争
を
組
織
の
総
力
を
上
げ
取
り
組
み
勝
利
を
勝
ち
取
ろ
う
！

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

生
活
実
態
、
職
場
実
態
を

無
視
し
た
勧
告

１０
月
２０
日
、
区
政
会
館
に
お

い
て
第
２
回
団
体
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

２
０
０
９
年
の
特
別
区
人
事

委
員
会
の
勧
告
の
概
要
は
、
月

例
給
に
つ
い
て
は
、
公
民
較
差

が
△
１
、
６
０
５
円
（
△
０
・

３８
％
）
で
、
給
料
表
の
引
下
げ

改
定
と
し
、
期
末
・
勤
勉
手
当

に
つ
い
て
は
、
０
・
３５
月
引
き

下
げ
４
・
１５
月
と
す
る
も
の
で

し
た
。
２
０
０
３
年
以
来
６
年

ぶ
り
、
月
例
給
と
一
時
金
と
も

に
引
き
下
げ
る
と
い
う
極
め
て

厳
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
地
域
手
当
は
、
現
行
の

１６
％
か
ら
１
％
引
上
げ
１７
％
に

し
、
地
域
手
当
の
引
上
げ
分
と

同
率
程
度
、
給
料
月
額
を
引
下

げ
る
（
本
給
で
は
平
均
０
・
９
％

の
引
下
げ
と
な
る
。
）
と
す
る

も
の
で
し
た
。

２
０
０
６
年
以
降
、
比
較
対

象
企
業
規
模
を
「
１
０
０
人
以

上
」
か
ら
「
５０
人
以
上
」
に
引

き
下
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
５０
人

以
上
の
小
規
模
企
業
の
割
合
を

増
や
し
て
、
公
務
員
給
与
の
引

下
げ
を
策
す
国
に
追
随
す
る
も

の
で
あ
り
、
精
確
な
官
民
比
較

が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
引
続
き
指
摘
し
、
ま
た

今
年
の
勧
告
は
２
０
０
３
年
以

来
６
年
ぶ
り
に
月
例
給
と
一
時

金
と
も
に
引
き
下
げ
る
と
い
う

も
の
で
、
こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ

れ
ば
特
別
区
職
員
の
年
間
平
均

給
与
は
、
約
１８
万
３
千
円
の
減

額
と
な
り
、
区
政
の
第
一
線
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
奮
闘

す
る
職
員
に
士
気
が
低
下
す
る

と
訴
え
ま
し
た
。
と
り
わ
け
一

昨
年
の
大
幅
な
現
業
（
業
務
）

職
給
料
表
の
水
準
引
下
げ
を
苦

渋
の
判
断
で
受
け
入
れ
た
現
業

（
業
務
）
系
職
員
に
と
っ
て
は
、

現
状
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の

組
合
員
が
昇
任
・
昇
格
し
て
も
、

人
事
評
価
で
高
評
価
を
得
て

も
、
事
実
上
給
与
処
遇
に
ほ
と

ん
ど
反
映
さ
れ
な
い
実
態
に
あ

り
、
今
夏
季
一
時
金
の
削
減
と

併
せ
て
追
い
討
ち
と
も
な
り
、

職
員
の
士
気
は
下
が
る
一
方
で

あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

具
体
的
な
要
求

わ
が
組
合
は
今
期
確
定
闘
争

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
現
在
の

保
障
額
表
に
留
め
置
か
れ
て
い

る
実
態
を
解
消
す
る
た
め
、
昇

任
・
昇
格
が
給
与
処
遇
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
、
保
障
額
表
か
ら

現
業
（
業
務
）
職
給
料
表
へ
の

切
り
替
え
を
求
め
、
併
せ
て
切

り
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
最
高

号
給
を
超
え
る
職
員
が
多
く
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
業
務
職
給

料
表
の
全
て
の
級
で
号
給
の
増

設
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
人
事
・
任
用
制
度
に
つ

い
て
は
多
く
の
区
に
お
い
て
統

括
技
能
長
職
や
技
能
長
職
に
欠

員
が
生
じ
て
い
る
と
実
態
あ

り
、
昇
任
選
考
の
改
善
と
な
る

選
考
方
法
、
区
間
交
流
や
派
遣

制
度
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
で

き
る
制
度
的
な
対
応
等
、
現
行

の
各
区
選
考
に
柔
軟
性
を
持
た

せ
、
欠
員
が
生
じ
る
こ
と
の
無

い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

同
時
に
統
括
技
能
長
及
び
技

能
長
の
業
務
は
益
々
多
種
多
様

化
し
、
日
々
業
務
に
追
わ
れ
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
精
神
疾
患
を

患
う
職
員
も
出
て
き
て
い
る
な

か
で
、
多
種
・
多
様
化
す
る
技

能
長
の
職
務
を
補
佐
し
、
技
能

長
候
補
の
育
成
と
訓
練
期
間
と

し
て
、
将
来
に
わ
た
り
有
能
な

技
能
長
候
補
を
確
実
に
育
成
す

る
必
要
か
ら
、
技
能
長
補
佐
職

の
新
設
を
引
続
き
求
め
ま
し
た
。

ま
た
調
整
額
の
代
替
措
置
と

し
て
本
給
に
加
算
さ
れ
て
い
る

額
の
退
職
金
の
年
度
を
経
過
す

る
ご
と
に
目
減
り
こ
と
の
是
正

に
つ
い
て
も
、
早
急
な
対
応
を

求
め
ま
し
た
。

こ
の
要
求
対
し
て
、
区
長
会

は
明
確
な
回
答
は
避
け
、
今
後

協
議
し
て
い
く
こ
と
の
み
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

今
後
、
支
部
代
表
者
会
議
等

の
機
関
会
議
を
適
時
開
催
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
全
職
場
で
速
や
か
な
意
思
統

一
を
行
い
、
高
率
を
目
指
す
ス

ト
権
の
批
准
投
票
や
ス
テ
ッ
カ

ー
闘
争
、
署
名
行
動
を
行
な
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
昨
年
同
様
、

地
連
を
単
位
と
し
て
各
ブ
ロ
ッ

ク
幹
事
区
長
（
役
員
区
長
）
へ

の
要
請
、
当
該
区
で
の
総
決
起

集
会
を
開
催
し
、
全
支
部
・
地

連
代
表
参
加
に
よ
る
区
政
会
館

で
の
集
会
や
座
込
行
動
等
を
取

組
み
ま
す
。
山
場
に
お
い
て
は

区
長
会
会
長
区
で
あ
る
江
戸
川

区
に
お
い
て
区
長
会
会
長
要
請

を
行
う
と
と
も
に
、
総
決
起
集

会
を
開
催
し
ま
す
。

わ
が
組
合
は
今
後
こ
れ
ら
の

大
衆
行
動
を
背
景
に
、
交
渉
を

積
み
上
げ
、
要
求
実
現
の
た
め

組
織
の
総
力
を
上
げ
戦
い
抜
き

ま
し
ょ
う
！

０９
賃
金
確
定

闘
争
特
集
号

第9 2 5号せ い そ う 労 働 者（１）2 0 0 9年1 0月2 3日


